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イロ融纏の細をごえて櫛駅留雛撃凱碩フた相棒冥新化云う。少湖

でl議了捉らにフロア老兄をフげろこと之あるが、一紬こせ捌コ串釦の老ので薗

億し祈）。偵しそ仰‘粟紆濾翠の掲執胡膵あ石　貨に佃のみ百・鋤陣門寵

（ラ南野村民によるモン宇チョウの謡ピ型と融ピ壁の，軍兵あり。）
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凝竹　　噺
l’・．ヽ－ノ・√、－4、一．、・・ノ・′．ニー、て・ふ．

盲ンシロ与ヨウβ窯北里を〔周）聯レ汁のて報告す易。賢旨昌電右需昔昔

朝輝繍裏面弱腰中身讃照鱗を醇か・．磯紺豆とくに鼎凋甘椚三し＜

基幹勧ら前縁輝線鯛清色を呈レて日乱‾　房璃面廓圃q壇かゆ貫嘩建下

靴償趣の凱l扇もっと右肩甘はた‘しく　前働葬の潤郡榊姥のこして黒化

しているい

デ⊥ダー良　次のともり・

r　事績河甘〕／ダタグ．X2．サ前／甥＝絹

（均　所）州内市区内一町南並木横山正豆匪万　グ帰心畑

「剣抑机I S r以　上）

哩頸鋸麹癖

煤耳鼻　紀催

）棚状中宮療2年空　涙　口和痺

ン？タ7年9河25日　紬l旧23日の2野にわたフて山憫頂甘

屑戸蠍で（さフき半島絢喝）凍寒したのそ　その主甘宅のを覇凱旅し音す。

▼　9　月　23日

丁郷咄けら　廃的‘腰掛1触く外丁てノト帝時口唇の刃原村が疹

ア移テ月モドキ　ロ　9昏自粛敦子アりギフグラ　ラ合　瑚上

糸山頂紺メスアウ∠ラ示　沌・キア坑＼つ合　ア蛸

マ　ダ　ラーつ令　を揮真　西用財班別拍暗ヒ別　路削寸近
～2′）



て　シ）レビアシジミ　24　タイワンリパメlヰ　2令．軽では　シルビア

昌ミ　ラ名　凝集した。

VIl　月　23日

一六イ柑欠即がら町強く璃跡融と貯籾αJY西山対地て．局7才

ダ干ハモドキ　2省　アサギマダラl♀　‾ワロコノマ　用　シ｝レピアシ

ジミ　2名を輝農　南門新訂昏誹樋で囚リマペ二チョウlヰ周　鮎で

iJメズアカムラヴ干　牌をそれどわ醸ツフ豆用　を巨増した。⊂ア〕

．＿　＿．一一ll一一r‾‾　‾‾‾F　　　　　で∴

．　　　　－．－．r▼一．－

）Il内市　周逆　の　埠相補漣
かポイか肇㍗掛率べ新帝ぺ秘境句掛薬局Jh整掘帥粛ペ掛顧ペ静々

イ互．竹　・新

「甘み打がし」創事愕lて記レた「両内申扇がその鋤の蝶柑⊥をきどめたあとに

ダリ　知はう　堰叩訂正が姐啓とぎったので記しておく．

0⊂⊃○動産▼腔

（丁鼎卿罰五日　／9∫ワ卸0断り軌く狛丁　メスグロヒョウモン　羊ア

イパ　フサギ17タラ　ムラr梓シジミ　ワロコノマ

アイワンツバメ　を確認　ヌ8～9月lて円了　解ウラヂ

ンヒョウ乞ンた確轟

（高疎竹箆17モアタヒョ．ウモン　粕ウラギン　ミドリヒョウEン

と腐乱

C P　豊　山）アサデーフアラ　イシが手ヰヨウ　幸フグラビビり

ヒメ干マア・ラヒヒリ左確軋

。C⊃。訂‘正

冠政　義が　目せ山寺山のうち　子㌣フナャバ“ネセセリを掛除・

以上を／ア∫ぎ卑1膵たで　逓獅用いたしき或　　　　　（了〕

荊国別I



庫扮鳩政笥逆指診摘細的釦的論拠的逸指節約約的！遜㍗‘

・K　さ　ん　を　憶　づ
一ノ・叫・、J・ヰー・・ヽJ・・トく・・T－小一1一丁．・ゝイ・．ヽ－イ・・・、一年．＞・く・JL

田　村　　醸
1－・．・・、・一．・・ヽ－く・・、一く・・ンイ‥、一‘・・

・昭和／6年と未着ば真珠湾を鉢軍碩撃津守百孔子の告の7月肌用の貴る

即咋缶すい㌔詔脳腫均軒別帽鳩山三嵐魚ぞ　例によって唯一人ネットを凝ってい

加に。・丁畏オ耳ムラワ手を何酌、離して≡声虎の輝語に評を掃うじた吟FL仁一

凱酪いと冒「ていた山車を育自し1坤を墳そ弗学生が一人称飢一言三角兵を目

軋て登－てく超のきみつけ畠LRpその呼学生紺押て頂上射計り　債を躍て碑可

にも柑っごく　にっこりの軸ほい。そ榊でKさんぞした・そ鉛からピ去う七の，

砺珂2周鹿児島に餌す否まで埴一人の′叡友どして薗サー矧ぐあちらこちらと

サさきわったものでした。Hさんにきっわ研削咄娼　額滑り賢才参ります．ウラワロ

シジ沌取りにがしたとLlって虜酌、さむ1ってロ酎ザったK．さん射†ううギン

シさミ告は個っと職し　音だ三．触岬首生きているの纏世に呼号からすぐに

もうー刺子ごうど頭揮ってどうどうその日のタグ寿でに　難†桶射碩翠を即’

Rの　茫噂に堅好い叱ころです．

モン事アサ貢の赤旗光貯鍵を　乾虫軍畑確立奨）に発泉する等二メでもン半丁坑、

何厨とおっのにごと摘噂した。ヌ卿研頃皮相ろこ調、らピ　ギフチョウを

三角親に机とて諦一再埠っていたのも拭きル再言弘が両丹中学故弁諦大賢で「‡憤絢

に見た葦喝の監印」とLlう超勤下　北号如拙やその食草の聯紗卿を

ど甘えて　韓勢一席の泉を受けたの紺きん塀軌調う務が一大き中ったと．号だに癖

凱‾律ます。

鼻考の毘甥如抄境を離iく机ののくさんそしに。雪がまっ豆にフ接調印

反軌葺ス宇－をがっLlF山登りすき動こ　レとんと和が柁ノj、型のくわをかっLlF心に

登ったものです。山描ところ竿ごろにノトと訂かけがあ帽す　子の一番上の鍬に私
～4ヘノ



・鮎象の云うワレ津スのようしこ甘っ暮どころか奉ります。ぞ笹耳奮苛ほ尋の冒

す。鞠抒l‾こf状の只がほ㌔ク、リれ－て　コマイマイウアリ　ワロナウ甲オサムシ・ア

干クワロブケ’オサムシ　アすすサムシ　マヤサン　サムシ謀との大型のオサムシが

経臼の夢の上をゴソブリと恥細り讃孔ノ〕＼羊しけのいた赤ヱの和頼87

rオブミムシ．材手中ノアオゴミムシ　すア　ブはシ　村ヨリボシゴミムシ．

ヨリ朽ゴ・ミムシ灯だができきますクKさんと　ア宇タグログが不ワムシど　す有

事やげオゴミムシを　どちらが夢く原讃する摘草してアキワロブがオサムシ訂

七特殊訂のだけに鞄厳針も、謙二どもありました。

昆顔怨時　子抑J　関学を堰じて飢つ風車の訂いや鼻を打机乙欄鹿蜘紛え・

ボーッです。

私は．昭和20奇癖別顔輝習空として滝嘩入りまレたがその軌翰覇櫻卒

を管卸舞鴫二申（テ馳棚方或）に濱噂し封r。今与え寺と暗い1熱軌牒

いて・乙あ厘せんが…・一一‥。その中にに戻礫で鼎滴粧両即と馴鹿賂

虎球　音考慮の曹最敬丁脅動煤や甲虫がふく吉山ていまいi。′レ出ばんとうの六

郎押小畑崩線路溜畔卦緑うそす。琴、の私仔一兵の樗机持ってしぼせ

んが私躍窃朗鋤でt欄や融そ加え棺の田㍉その一嗜一献邑酎用狛

鋤ヾ勒るので　謀サら波I諾埠のつき∂垂か甥増せん。所頗われば局療わるとい

う卓は毒中川摘乙‾再うり讃すす混唆石打澗じ事て寸言朝にLl狛上有村ト、

リシジ「ウラワロシジミ　ウスバ、シロヰヨウ　ス雲井ノヤマ干ヰヨウ　ギフナヲ

ウウラ宕ンシジ．ミ．アウシジミ　ウラγミアウシシ、ミ　フジミドリシジミ射竜

顔の漣赤子・胡蝶す∂ごとがFき暮すが一方　ィ、シゲ干ヰヨウ．さカドアゲハ　ナゲ

ウキアゲハ　アテハモド干．サソマシジミ　が裾「郡粧眉　宇リシマミドリシ

ジミ　南1こ行ってリア八二ヰヲウ　ア町ノアラバモドキ　メスアクもリラキ　ン′レ

ビアシシーミ　アマミうう丁ミシシ、ミ隼酎狛輝砂’あり鼓す。甲劉こつlけいえ

ば帝神勅粗略にJ　ル頼シ方ミ手　下ヨウト「抽丁もゲリ　キョウト

・、一！主・



，けムゲリ　ア羊アワロナウ、．オサムシ　ウシす→ナン．ビンヰコがネ　ムラヴ千七÷与コ

グネ　苦が塀轟の∠てし凄す那つ一周叡渦にIJ　蝶同様のア晶　珍砂州1凱こち狛l

b’いと厨わいます。

昨秋夢‡厚子堪さ艇長　昆虫蜃左岸せて栢いて　その前日きてl凱一出すこども訂か

った聖の夢虫　ゼじて皆さん帽に官っザしくなり　譲歩抑え悌針ペンを取った次

夢子音。湖ぼす「かドアアン戯己薗譲る理学百才のぞ勤もあ如＼用い紹

坪知音き夢壌呈首呼敬重嚇下さり銅よ宛翻出撃しきす。　　C了）

で　嘗着好　事痺帝軒8ドライ鰯）11内申姉邑町2299権）

麗麗結露潟職碗絞菅碧海新穂溝環娘鮮捕縄髄墨鶴加郡糖撒振子

1
．
1
1
1
－
‥
一
－
1
組

昭卦　と讃　患
叫軸か軸かゆや嘲軸や4ト→トや¢

－紅靡
（殉　鼠　子　訪）
軸心べ－J叫帥幽幽小一

◇脚菅野紆昆虫短読　卵I「槻空」のVoj10帆2Pe㈲b玖

四57の「固守脚孟誓」の熟こ．わ舟場毘宙同軍誉終’t♂み約1．しり

に107出ていたので　再知らせする竜時下転載します。訂わ激坪をいただ

し－たここにつき牢固を恵む或珂致します。

、「鞄訂札jJち　偉阿蘇の創テ陸おれルたし1。田代准生の「峯

fmJせて　その醸渡生の虎鐸打つ栗　悠下の苛部族相鴫さ在rLl

るザ’讐林と通じてケン章ヨ訂　そし　ヌ恥じ　にあふれ　敢じて哲郎ヾ－

もア者．甲顔の暇を也がち耕什リ軋上げ臣主

◇川内昆窃同町蟹の一朝星声ビして頭蘇ってお射（失　横山確汐剛、－1ノ1惰市へ

転出されきしにの子　お旬らせいたします。

一筋労如け机1了の翳であ　非軌痺官印が医の抑渡斗錆赤川

たしたりビ冒しlます。

～ら～



◇鹿j鴫昆虫同好思勘亨の機知読「SAT。SU両月」つ？∫アD。。帥レ‰し

γのⅣ′′打力毅／絹に川内畏窃岡野が聯〕2氏の鵬があり由の禰

年いたし房す。貫井即席リて頼朝をし悟だいたこど左嘩机骨します．

菟・竹　　新乾　○川内市艮げその固勉子確爵封綾錦

08日きり絹の殊

帝　固　辞　男民　○泊野小学顔より軒も山項にあら軽石媒

○繁尾山麓（う日野小学厳を中一じど旺一帯）に射光

や蝶

訂わご団β外敵だ廃置野同軍界の加諸氏の原審がみ引はす。，

竹　村　号・夫氏　○郷1の昆虫固艶

二　宮　裕民　占二頭目のクッパ㌧炉リシジミ

岸・均　斉　人民　0才ソロシジミに蘭じて

竹　村青木民。虎児瑠地方のトン木田

福　田　晴　天氏　0畠頂山千琢射た蝶嚢教権

S／qTSU卜偶　鴻射「勧鵬夫　軍務蹄虎屋音楽島政一

◇「前昆凱如実lごの同仔酎路牢折から次の請酎叫勧奴

賢デありきレ汁の子　記してあ、きます。

0線空序甲如覇リ三丁目　宙鋤＼単機那51白　虎「倣三戸民

0繊細珊剛相場蜘嘩「針目日用
抑圧糎から　Dヤサγゾウムシの質鮎概編珂良和取

口卵憾南静にわけ夢二ジュウ平井シテントラに由如藤

根－。シルビアシジミの肺とその食卓につl）て．

隼田つの廟の寄増をうけ房は。琴く顧紆致しま訊

○醇監督鋤チョイ匪卒中差工町姐木場卸托す月、ら　雛中昆卯粥総敵

の竜増とう憎レた。厚く卵脹紘　　　　　　（了）
～ア〉



属蒸謎溶玩蚕諺悌墾琶澄重義煎遠道蛋彗堅

霧島殊浮草記
・至近疑惑弦議脛頑迅薫張憲駈矩董掛J　摺：甘＋節

きりし．恵にはじめて行ったのは／9う．6年9月23日そその斬呼ピー綺瑚

断碑岬剖’った即もあって不溶色登山口馳ブ政）翻百7ロコノマを5圃と

らえたにと増っ如く　こん柑／彰の伊声2賦フ声の湖を出が幅賢くの日本

疇霞癖児戯酢先学からおり∂ど醜和、ら叡毘師に由子レナし膳泰時（霊山衣

鵜）欄昏蔓て「ヤアーブビ勅が願よ如意勢繍）声門をふったD

パlズ醸レい錦頭部化願引「桝．瑠色にか弛樽虜を禅師般じまつF

一掃雰軌堰へ……紳しい鼻扉の珍巳柑灯か、右鼎や纏離フ睦の酎端

日時釦で珊紺って即事疇施醸紗ブっ「あ御苛朝刊云上lく薄茶あン只今

ヨウ左発見あ打て7番みきク、ノ不せ拝が　そ捉Jリ早く僻の蝶は　ア・ソとけ弼胱宅が

去った0ワスイロ牙ブヂ？どの軌げ私の略をあやしく嘉射せるpブがり干アナノ＼

ワロアゲハ　カラスアゲハ一一・・と神島一線戎ア坑＼の楽園だ。インザ干チョウ壬地面ひ

くくテ即レ「とった」と叫んだ求貯匠欄の中にはウラギンズジヒョウEンが一一一一一

す叫出し‘la吾郎禰ヒ田留を官民レフフ酎鷹＜宿望の晶ヰ痺峯へと日馬す。キリン

マミ下男＼ヒサフツ仲井官別路半ら初杉野蝶の打影がたる不の籾にそ

して矧渦日上る・。紳碑．力、吉否　芹に酎凋踊、計方速に馴＼画的っき

肛めた。加配「チ雲渾柑あ」漣茫す夢。勘励ばあ膚輝ら接　のの影と

て描く　㊥て霧がフ庸包捕じのた㍉呵石う不齢ことだ．ろう。－し－ヒ暗ガとな

う私洩こ隼田額鮮濃度拍レ　小ござ二ワカ耐え時斎　おそフて＜眉。ノト予告恩

周知増を碑ワつたの手綱をふ在不ソバセPリだ足ると　そこに老ここに掴じ輝

がどん針ノ止ったりしてLl動坤∴軒九一た2／く辟鰊声を即とげ－ら粗相緒言河咋

銅雛うここの子と飢1舜名将Fの深長広2人酎フせて　ヲ併馳くのかノバ．ヒヒリ

が主帝紙の中に入った。直子密封戸は紺やあき転の鵬恕・房まい。永田匠と軌紆煙

一．声・



をによりに蹄を轟千席可評へヒとる。

萄癖へ出たとたんウラギシヒョウ已ンゲ鍬入った。馬蹄、鴫掴じめ

で甲夕子ハ梱杯lC見相調え卯を見て勘甘さ庸ら批二八と捕巧

に柁牝、吉葉をロに出して構い言堅陣くそ網左もった鳶戒生の一団と醇ブた

。神草を出て凋はじのて逢う′′木′宣。不定由親しみ五感’しみ「たいし本

宅のIJ出店せん。ビフイJレス宅を欝だあ了軋」と占う。甲南高検の空席たら

の軌健］五番リのヾ1期捗る。両蘭上っにが2人とも汗だくたこ視野相にひ

項棟と思うと晶子館野輝に競7－L鶴霧がサダリの逆さで剤灯し）璃いら

革すぎこ己うのに宇和、夕勘のよう鴫レ鳥ノ渡で螢食をすませ一帯を歩き

回る。〕ィ．＿シシジ月食の朗＼ウラブ持ナノメ　イ‾テモンシ両頭蛸∴喝が

－は魂にリ　薄く甘っにりす易適を渇え矧て匂う言師が　約／の凱た－草子

永野酌ヾクモガタヒョウFン序を嫡襲．私匪蘭でジャコウアゲノ＼ヒ貯つて布っ

団が犀和す丁グアゲハだ東の輝爾歓声をあげ遍のこの折リ革の知

らぬ尊厳が咲し1てし1にので　ヅヤコウカラス　ワロのアゲハたちゲ暴風摘沫

しきリlてあみにスっ．斤が．ごごての入きび収埠は干バネセセリト令ピサれ＼チ

博。l‾禰田晴夫匠」の－▼産児珍県の麟」を・よノし巧十六の百　こ了から勧疇

子の義郎臍如フ曲lてな者。紳‘さフきかめ鳴って‖た遠雷ク慄御て池ブし－

て羊が、ァ日南で嘩引紅めに。琴にも壇が落ちで鍋患適と雷うちK乙　宇

マダウとがデ・ウラギシスッヒョウ∈ンイシ拍与ヨウグ鯛に軌）ゑ宙吟の

中の男階は掲酌甥姉桝C気味か拍動」。河原をと打とグ易にフ見て前足が、

机、くなる。二メと叩′声め軽のま割磯路くようめくように男の野つLl

のぼ千虜3磨こうぞあった〃そこが城膏細ある碗歩きで載り、つたり止んだ

り婚尺ア畔マ苑州醸膠はこらレけ・lヱ墟pと抽緒鞠じnるの

に出蚤うが療彬と邦ルミにさまたげウ接ぐとれ甘いクがぐてげ手口立の山道

紀えて利口の聯新手0っ酌）捕った≡酔缶とどれこア亥傭告へ…一一一

～9′）



瞬く泥ば′吹鳴腐葬別離椎も嘗め担欄劉ゆとりに＝ろどら甚てOR。寧日

こそIJ一一一ゼ1苗恥腱わさえ細ら細野新のうめヘビ王事鋤適汚印すむ。オ

ブガアわ＼アウデフタラ∈ンギアナ人　シャコウウラぎンシジミ．ヴクパケらが

ク、がヤかし五時酌Rのしんで犠あてにレア日経源治卦おDの碍し廟杯には

醇らい）ものの鋸肯く，むしろ引適した＜ロの印材る自適跡地がl時の、古物風

塵地学甘前ブに）レリタテハ　4jモンジ。サリフシジミ　イシダ一宇．⊃ミスジ　ナ・ダ

ウモジャコウ∈ン羊アナ細とてこ宅塵頁の塊研ラダイス藍爾纏紅勧）山

勘Fは　シャコウア坑＼が予くらぞ宅と碇傍。アマカラスジヤノメチョウでレて

耳丁狩サハどくに耳ナグ由好国選泉の車動に地御輿働、在り巨呼！よじめ

はジァコウとの邑別がつか、射、フ打が　その柳訝丁か輝鍬Jジ圭コr！なり　やや講

・溌ぞあることに気がつ庸ロ尿鋤柳澤、酎風lo宇マダラヒ佃掴滴り研地のゴ

くすて男妙一騎で蘭1ぐ吟で旺頼る。硬酷如）スボンやスカートに止ったりしてなか‾

謀ク、のアイ干ヨウ毛のた、。六勅舞上の方ク、り市さまLl）ぼやさて降りてくる卵色のシジ

ミ与ヲウを∈摩したグ噂の判定描き机上干リシマ沖ノ？時靴碑の訂＝のがお

し割C虜。せめてあと‖㌢二二片目孝三ピがゼき抑ま、畑グりゲゆ断と蚤多てこず．

連珠香のに一一一一　曲九州二ワ柵根謬御坊あせってくる。私陣は引才や帰

り如なら胤かノビ酌つりたがと紆うどごんピ・i；頃を叩く二男帰餌藍

押．ア私持ちは　つき勘所絢を耕ノみ訂が’ウバズとの八と許否も二人がこの二日間

闘号和郎3g確にのぼ　ゼフィルス子号と捕かっ研一細J押上肛己うど

こモボが紅岬学即妙1早く朽やってきて払柏の剛を埼ファー）石ZビFl

あろう㍉剤酎琵摘現了しばらくしてノ5明、え矛と　どごろところに軌慣左柁った

きリしまの山を功がさんさん巳。出せそ〈骨ノの坪1識0みどりの翻種頗たえ7日

だ　　・即よう謀　や祝日山研よ　　芹へヒフ咽るわ如掩醇絹

の菅春立．声描〕重胎別井舛絶つ′押し忙リした0

月纏将）り内細郎嘲閻牒蘭画哺斬辣拍）
～挿～



盈融豊藩泌酌離郷精密賦朗難路漑燃料聯珊嘩槻贈

鋤）jt学校か誹航顧問。

縮れ誹b・即2祁月。。，7。・叫細
寮疇撃嶺璃鍔残菊欝携粥攣　諦詮用命鋤甲算疲望めワラフ・

記　　　　　軒固　栄‘琴

1∴アめけョウ科

ジャコウアナ）＼－アオスプアか　ブごアゲハ．干アゲハ

ワロアゲハ　壷ン干ア坑＼カラスア坑＼

2　ラロ手ヨウ科

干チヲワ　ッつり‘ロ羊チョウ　スジワlロ与ヲウ　Eンシロヰヨウ

37ダラヰヨウ計‘ァサギコプラ

4．テンゲすヨウ副　訂し

5　ジナノメチョウ斜

ヒメけラナミジャノメ　ウラナミジヤノメ　ヒノジヤノメ　コシャノメ

羊フダラヒげ・クワヒ相　ワロコノフチョウ　ウズイロコノマヰ或

6アテ再去り覇‾1

．ワロコムラサキ　コムラ弓手　づマワラチョウ　ズミブウシ　イシダ

干すヨウ　イチミンジチョウ　コミズジ　アカタテハ　ノレリクテ月

・ツフウロヒョウモン

ワシジミナヨ鞠　　　　　　　　　　　　　　　　ツバおジミ

干リシフミド＼号ジミ　ムラヴ手シジミ　ムチッ㌣ソ煩　うラナミシ

勇　へ二シジミ　ウラギンシジミ　Pマトンジミ　ルリンジミ

診　ヤビりすヨウ科　　　　　　　　　　　　　　グロセセリ．

ダイ・ミヨウ壮リ　ア抽セPリ　干フタラセセリ1コヰ中年セセリ
へノlト）



一二源一－票－－一社

′　ウウハ子年⊇ウl葺　5昏即粗の樹上に眉軸TL1点のを再見

戒．≠リシフミドリシジミIJ綿即也の弥増ととん紺尋のを峯見イ口碑乳．

3　開聞撒餌場併酎第てジヤコウアゲ気　ワロア坑が貫く勝が’ってt悟。・

4アサギマダラは咽日用良材山願ものすごす和平甘酢頬を梯サク

ラ・ミドリシ只♀らしさ初日頭上宮南即席用F滞軋陣獅支六疎して環臥

占　イシダ寺チョウ糾昏酎鞄から占醇日控リ誼のタブーの不に雛壇

7才‾オイチモンジに似た蝶ち日月初出のインが干チョウ顧練勘即研け刺臣［

てい香のこ菩定雄が塊細禾軒細卿昭グ才の鳥さ5咄立臍一訂咽

．山噂には干アケ云　カラスア扇＼．ツマグロヒョウモン　宇マタラヒビl 川、fi）

融賢夢レ

9．モンシロチョウ謝腑少、レ。

摂狩型黙野望興野墾円伊墾㌣甲甲や興野登円伊墾㌣畢翼㍗㌢軍聖㍗昔や興野黙然掛堅㍗鮮燕登が浮響
た盈3どら己詣£払㌔蔦£ユ㌦bご5遣bd止心庖d心慮庖dbd心d莞d庖迂hda震うdbd迄元；払丑ふ飢短霊山mdは戒心dh戌

煤の発生き伺っ絹子　吉富忍苦漂誓
一

佃旭の「郷輝羽弼舶堀田　どう老物療空相ちピおし高空の毘耶纏

や生軽醇寛な机柁う£群峰サリすしはうFある．そこF姉纏の亨引きとて・乙芸の

うサ　その出陳生を垣明にじ頼てみた。勿卿現′頼吾の榊や　奉安と＝くら

グ雫石であろう〝封‖け1ほ　て－フのテーマが如（よう言璃油日邪租頗巧絶

日職　ぞ・ある。　　　　　　　記　　永　　田　　書　　旨
ヰ中一車や・一ケ碑サ・車や榔んイーん車やみ．ノふや”小一←小叫‘小・一′：

産れ町銅貢2日糾いこう。

噺那鳩　モンシロテゴウ〔7～P）R月
．t

が＝るPXウラ干ンシンミの痺虫（匪した

もの）モ　掛澗に比るか己Lk H。ち

巧引司り

JZ一

（）中の薇割引草の発を厨教

LId LAR．Vノ4　朗呟

E】a Eα丘　　　卿

4I詩　仙UL†　乾虫

P　は　PUr明　き賢さ

範
冬
の
吠
乾

し
i



墨」亘　干チョウC5′可°践メ「　ツマ干すヨウCI）P・コリバメ甲

P．ノレリシジミ（4～5．）ミヤマセビリ〔り」，靴・であろう。痔にリ

マ〒ヰ・ヨ引砧用こ調鞠に再呈するたけで奉るガ欄時流、し一新に＿。

4円上　智　　アゲハ（4へ5）P　宇アゲハ（ヨ～4）P．・モン千手

．ヨウ（4可5）P＿ヒノウラ7ミジヤノメ（ヨへ4〕」．ムラサ宇シジミ

C∠OA（伊蝶が百l傍）ワロ也ヒリ（ヨへ4）P・

4円中旬　†射ヾアゲハ（3へ4〕P．手マタラヒがテ‘〔2）し，P

・コでスッ骨へ4）し．、リマ崩コヒョウモン（年へ5）LL　ムラウキツ圧

，メ（了空目A留蝶柑扱㌧ベニンヅミ（｛～5〕し　アマトンジミ（

4～・d）し．．け‘ッマンジミ（弓・）ア耕せヒリ（2）P・コ函南

とセリ自）Pト

4．月下旬　　ジヤコウア石亘　～4）P　ア右てジアゲハ〔4～5〕

P、ワ、ロア坑＼（了～4〕P、ナガサキアゲハ（4～5〕P・オ丁グア

椋（2）P，カラスア椋（罰lフ　ミヤマカラスア軸（2）lフ・

ズニグロチョウ（5～の　コジアノメ〔2）」．・ワロヒかす（ヨ～4〕」

5円上　旬　　ヒ押すヨウ（2〕し・りウノ豆ヰヨウ（．ヨ）P．すすル

りシジミ（目し　チヤバネセヒ1圧　へ4〕イサモンジセセリ（3）」

5月・由切　　Eンキアナ両ヨフP　アサ持ダラ〔2〕P．ヒメソ

ヤノメ（ヨ～4〕し　スミ丁がシ（2）P．イシダ寺子ヨウC戻型冗4）

♀月山隊．イチモンジチョウ〔ヨJL＼ホシミスジ自）」　ワモブタ

ヒョウEンC目し・］ンシシジミ（ヨづ月」．タイミヨウ搾り押し

5円下旬　カタラチョウ（のし　ヒ耳ドンチョウ自）月も丑．

6日に有ると　ツフグロ干チョウ〔原讐　2）月山十．テン舛ヨウ川

ううナミジヤノ月2フL　と〆干フタラ⊂ウゲ川ト　ワロコノブヰ

ヨウ〔ヨj要望」、右　ワロコムラ1ブキ〔2JL　コムラヴ干CのL
・㌧lう、・



干マテノ＼（D　野望仙強　アガダテハ〔う〕仙達十　ヒメアクタテ＼月．

中りヲ千八〔・2）＿榊融十．キ生りワテハ（11仙血．ウラfシヒョうモン（

目し　耳オウラギンヒョウモン（目し　ウラギンスジヒョウモン（ljE

ミドリヒョウモン＝）L．メスカコヒョウモンし　不ソバセヒリ（2〕L

6昂吉で　ひろ咄じ徹ると対机上のようにざる。ヌ　4血牡のまま今日蘭匪レ

巨痢憲　柵埼境の雛てその影動巧がってく朗、ら　恒に尚奉じ即し（アテハの

勧　告お理療n勤類も斤目に長とつけ醜軍ガあ否。噂の卵の郡にl昌春型

州くらか相がったように雷拙局も鶉虹碑簾に肝げ仲膵かあろうけ

窟野師画西野恨ナノノけクヾ．す百に頑畔と云う。2柳てはIIってちょっとあたた

か日印a事高気亀が／子へ〆つこ掴原句膏のつめたさ抑臍柏紡たす　一

顧のき甘ごとす砕くし　同異の芋入船律にたり駆　動お頭をまとう。

「用P坤立亀山′卜学薇　勤務）

遠鞄法論抑掬顎脚約m的輸肺腑弦抱的包有恥拓）pも・

～象二～．．坤．．．＿記～

川内申立　先中学顧堅物ワラナ作の「用唄卸の卿々坤につtlて」の記釣ヾ－
・ヽヽヽ“ヽ1－4．t．．“““ヽ“．、．“““““－1－．．Hヘリ仰．．．．M一、、1、－い111▼．、か、－－．H、・一．m““－．．．．HmN、り“．1．．n…へ．．－h、“一m一．－・－．．－．一一・1、－“．．．．pr－Y・W“・．．．．・一一ヽ・W．．、へ▼t一・′－hヽ．・・－ト．ヽヽ“ヽ“ヽWtlll”．．ヽヽヽ・．“．h．11－．．ヽ一一q．．．”．．ヽ－．ヽ“hv

聯ロヨ2毎度産児朗理種魂輝で待酢＜軋きしれ．酌婚孝義賓　生

菅生′官職甘ヒ郎ゆる蕗から瀾じた・巧客打者査努のだ味わや粛液で

の紆穿書己録として配付腔。

ス同堅乃7ラフ軍の礪粁乙虎児遜牽毘卿覆班ぜ入質接こと首だ学の

帝酎餌融は矛こと帥う　同ワラフ屑切努ケ嘩き　のこ照一樗稚こ併

しl礼今年度の活疇潮軋よお

oZLオ帆ん血か咄㍑仙′　シルビァシジさの淳内分執くつLlて

顔i酌　軒工畢睾民（阿木大原痩常研覧蹄月＿てよると　シルビアシ只の産児

彪県下の髭鐸且
γ「4し



そお節走布古町専棄

ケ　昏走布石訝噂厚

〃　　＿1噛纏

肝郎呼声甲

州甥師ノ津打ス壱

′′　叫lI町

鼠蔓坪酌増価ノ雇町

とびフており轟田晴夫匿名

／ヲ∫／福田匠

／9∫占

／‾ヲ∫∠

／ア∫コ　朝匪各氏　／9∫∫　福田民

／ヲ∫∫眉鋤慌

／9∫占　澤口民

／アr／新川乾

「産児均質の飽てよ鵬．「卑下での僻拉ミヤ

コ舟の井　口ハギ　コマリア辛が着え捕去」とある。こび矧まヤマト

シジ引てlてて日勤昨週司するむきもあるタも殉軽訂日が．’句　バ、拍ダ叱こ

ろに11射うどヤマトシ雲、豆躍叱った砂よ11」とあるの離時頼と

で・あろう。即時の紗ヒの碧約滴唇．Fあろお

霊⊇ 屑16日 蝶瀾！層

2日　目堵2時）ゆ帝申磨密竹の萄動）紅を　せってl）矛ゲ細くとん下

し増鮨弾足すく・鴫を紐あて通ったがネ小鍋っ71‘付し遂にとり

付したpCが如、ソ率亘庚申琴く幽閉坤るよう碩帥球

と　子のけかlうじ　嶺如如月　モン干示現・あろうと居った一声分

離鵬せこの媒恒肺．ク云‾叩軍陣勅佃戸・あろう細鋤ノ値・・

頭は気温はOC屏グー4．・・一　屏如E前夜の畢藤を温－2．傾ぎ・あっ

拝・抑　雷管ヨ　子声最良病

勢衆蜃闇の承高見温故晴の日百12℃すらつ5～純音F上るし　ナダ科

勧綿應するから謡廣観察の詞慶を急一蘭札幌の鳥　（永田〕

′）15～′



鋳募債　記

薬／チタ銃軌春草只　管員の甲で紡竪号薗亨の如滞り　そのつ羊リ了自存の

で・あったが撃破勅組子郎抑抽哀宮ってしきしはした・－

ここに・均佃榊「すみも抄阜　弁2号をあ周丁しきす。

・何とかしてフ巧ント即で棒のんF　乞つ瑚斜の）両の左出したがつ‾た

のぞ串が珂じろ昼の狛埠で耳のご・一老人性腫椒師事臥怖創溜フマレ

和郎た・鎮痛引輝7弁く七きいゥ

浮草恕　茶酎下　7　2年目－・‥塀尊に生笹術寛に蝶野付渡れど

ぞっと鯵を射そうや　せ華子L．寓考え百草抜ノト噂割線畔本島密生

一般剛魂銅く馴相場柵で・ある。早く慧んとかじて却妙．市郎鳩首

が出　剛働痛もっ和知ワ炉声の一帯白．て涛軌和彿－。

封了の解勤、柄度1－1畢締樫の活動の齢的糟と含る抽こ裡

じ　天爵民の吟嘘斗を都路がら皆左脇く。

野村　3　31年　2　戸上16　日

弟脚　　永　野　辛　も

脊イ亨酌　　州　内　昆　虫　河　畔　腎

州の市醇内町亀山小学療勾

～4g一㌧／



通夜尋彿駐
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